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これ も 明治 三十 年の 秋と 記憶して いる。 十月 はじめ 

の 日曜日の 朝、 わたしが 例によって 半 七 老人 を 訪問す 

ると、 老人 は 六 畳の 座敷の 縁側に 近いと ころに 坐って、 

東京 日日 新聞 を 読んで いた。 老人 は 歴史小説が 好きで、 

じゅうしえん 

先月から 連載 中の 塚 原 渋柿 園 氏 作 『由 井 正 雪』 を 愛読 

している というの である。 半 七 老人の ような 人物が 歴 

史 小説の 愛読者で あると いうの は、 なんだか 不似合い 

のように も 思われる が、 その 説明 はこうであった。 

「わたくし は 妙な 人間で、 江戸時代の 若い ときから 寄 



席の 落語 や 人情話よりも 講釈の 修羅場の 方が おもしろ 

いという 質で、 商売柄に も 似合わない とみんな に 笑わ 

れ たもんで すよ。 それです から、 明治の 此の頃 流行の 

恋愛 小説なん ていう もの は、 何分 わたくし 共のお 歯に 

合わない ので、 なる ベ く 歴史小説 を さが し て 読む - J と 

にして います。 渋柿 園 先生の 書き方 は なかなか むず か 

しいんで すが、 読みつ づけて いると どうにか 判ります。 

殊に 今度の 小説 は 『由 井 正 雪』 で、 わたくし 共に もお 

なじみ 

馴染の 深い ものです から、 毎朝の 楽しみにして 読んで 

レ ます」 

それが 口切りで、 けさ は 由 井 正 雪のう わさが 出た。 



夕飯 を 食って しまう と、 暮れ 六ッ半 (午後 七 時) 頃に 

は 雷雨 も 晴れ て、 月の ない 空に 無数の 星 の 光りが きら 

めき 出した。 これから 何処へ 出る という あても ない の 

で、 今夜 は 早寝 かな どと 云って いると、 表の 格子 を あ 

ける 音が きこえて、 子分の 亀吉が 茶の間へ 顔 を 出した。 

「今晩は …… 」 

「ひどく 鳴った な …… 」 

「時候 はずれで ち つ と嚇 かされました」 

「表から はいって 来て、 誰か 連れで も あるの か」 と、 

き 

半 七 は 訊いた。 

「実は よん どころ ない 人に 頼まれて 案内して 来たんで 



マ J と に係リ 合う の は 真つ 平 御免 だ 」 

さんざんに 機嫌 を 損じたら しい 彼 は、 あらあらしく 

畳 を 蹴って 立ち去った。 多 左衛門 はもち ろん 帰って来 

なかった。 丸 多の 一 家 は 不安のう ちに 雷雨の 一 夜 を 明 

かした。 

「さて、 これから どうしたらいい か」 

途方に 暮れた お 才と与 兵衛は 更に 額 を あつめて 相 

談の 末、 若い 番頭の 幸 八 を 奥へ 呼んだ。 番頭と いって 

も 赤の他人 ではなく、 幸 八 はお 才の 遠縁に あたる 者で、 

丸 多の 夫婦に は 実子が 無いた めに、 行く行く は 彼 を 養 

子に する ことに 内定して いたのであった。 そういう 関 



「成程 こり や あ 亀吉の 云う 通り、 なかなか 面倒な 仕事 

らしい。 お 城 坊主の 枠と いう 悪い 者が 引つ からんで い 

るので、 いよいよ 面倒 だ。 しかし まあ 折角のお 頼み だ 

から、 なんとか 考えて みましょう。 おかみさん にも あ 

ん まり 心配し ねえよう に 云 つ て 置く が 好う ござんす 

よ」 

「なにぶん お願い 申します」 

幸 八 は 繰り返して 頼んで 帰った。 

「親分。 忙 がしい ところ を 済みません。 飛んだ 厄介物 

を 担ぎ込んで …… 」 と、 亀吉は 云った。 彼 は 勿論、 幸 

八から 相当の 働き 賃を 貰つ ている に B 違な か つ た。 



の 五ッ半 (午前 九 時) までに 大木 戸へ 行って 待ち 合わ 

せて いて くれ」 

「承知し ました」 

亀吉は 表へ 出て、 空 を 仰ぎながら 云った。 

「親分。 あした は 確かに 上天気 …… 。 星が 降る ように 

出ました よ」 

亀吉の 予報 は 狂わないで、 明くる 二十 八日の 朝の 空 

はぬ ぐうよう に 晴れて いた。 三月 末の 俄か 天気で、 や 



の 真っ直ぐ にあがる の を 眺めながら、 半 七 はしず かに 

云い 出した。 

「な あ、 亀。 おれ は 途中で 考えながら 来たの だが、 こ 

, J の 絵馬 は 無事 だ ろうと 思う ぜ 」 

「そうでし ようか」 

「おそらく 無事 だろうと 思う。 偽物 を こしらえて 掏り 

換えた というが、 それ は 丸 多の 亭主が 欺され ている の 

で、 実は 自分が 偽物 を摑 まされて いるの だろう」 

「成程ね」 

「そうな り や あ 論 はねえ。 丸 多の 亭主 は 誰に か だまさ 

れて、 偽物 を 高く 買い込んだ という だけの こと だ。 お 



あくる 日 は 又 陰って、 夕方から 細かい 雨が しとしと 

と 降り出した。 どうも 続かない 天気 だと 云って いると、 

その 夜の 五ッ (午後 八 時) 過ぎに、 亀 吉と松 吉が顔 を 

そろえて 来た。 

「丁度 そこで 逢いました」 

「そり や あ 都合が 好かった。 そこで、 早速 だが、 めい 

き 

めいの 受け持ち はどうだった」 と、 半 七 は 訊いた。 

「じゃあ、 わつ しから 口 を 切りましょう」 と、 亀吉は 

云い 出した。 

「大 津屋の 亭主 は 重兵衛 といって、 ことし 四十 一にな 



男に 係り合いが あると、 わつ し は 睨んで いるので すが 

…：- J 

「そうか も 知れね え」 と、 半 七 はうな ずいた。 「そこで、 

松。 おめえ の 調べ はどう だ」 

「わつ しの 方 はすら すらと 判りました」 と、 松 吉は事 

も なげに 答えた。 「親分 も 知ってい なさる 通リ、 四 谷 

坂 町に 住んで いるお 城 坊主の 牧野 逸 斎、 その 長男が 由 

太郎、 次男が 万 次郎で …… 。 万次郎 はこと し 二十 一 で 

うち 

すが、 まだ 養子 さき も 見付から ねえで、 自分の 家の 厄 

介に なって いる。 こいつ も 絵馬 道楽のお 仲間で、 大津 

Hi へ も 出這入り をして いるう ちに、 今 も 亀が 云う 通り、 



大津屋 の 娘と 出来合った らしい という 噂です。 だが、 

近所の 評判 を 聞く と、 万次郎 という 奴 はもち ろん 褒め 

られて もい ねえが、 取り立てて 悪く も 云われね え、 世 

間に 有り ふれた 次 三男の 紋切り型で、 道楽 肌の 若い者 

と いう だけの 事ら しいので す」 

「大 津屋の 重兵衛 はどう だ。 こいつに も 悪い評判 はね 

え か」 と、 半 七 は 又 訊いた。 

「そうです ね」 と、 亀吉 はすこし 考えて いた。 「これ も 

近所 町内の 評判 は 別に 悪く もね えよう です。 万 次郎と 

同じ ことで、 まあ 善くも 無し、 悪く も 無しで しようね- 

ふる しんしょう 

だが、 旧い 店 だけに 身上 は 悪く も 無い らしく、 淀 橋の 



方に 二、 三 軒の 家作 も 持って いるそう です」 

「娘 は どんな 女 だ」 

「きのう 親分が いい 女 かと 云ったら、 職人が 笑って い 

たでしょう。 まったく 笑う はずで、 わつ しもきよう 初 

めて 視 いてみ たが、 いやもう、 ふた 目と 見られね え 位 

で、 近所のお 岩 さまの 株 を 取りそう な 女です よ。 可哀 

ほうそう 

そうに、 よっぽど 重い 疱瘡に 祟られた らしい。 それで 

もま あ 年頃 だから、 万 次郎と 出来合った …… 。 と 云つ 

て も、 おそらく 万 次 郎の方 じゃあ 次男坊の 厄介者 だか 

ら、 大津屋 の 婿に でも はいり 込む つもりで、 まあ 我慢 

して 係り 合 つてい るので しょうよ I 



「それで 先ず ひと 通り は 判った」 と、 半 七 は 薄く 瞑 じ 

ていた 眼 を あいた。 「娘と 万 次郎と 出来て いる こと は 

父親の 重 兵衛も 知っていて、 行く行く は 婿に でもす る 

つもりだろう。 それ はま あどう でも 構わね えが、 丸 多 

の 亭主の 絵馬き ちがいに 付け込んで、 偽物の 絵馬 を こ 

しらえ て、 孤芳 という 女に 絵 を かかせて、 その 偽物 を 

丸 多に 押しつけて …… 。 それから 入れ 代って 万 次郎が 

押し掛ける。 やっぱり 俺の 鑑定 通り だ …… 。 今の 話 

じゃあ、 万次郎 という 奴 は あんまり 度胸の ある 人間で 

も 無 さそう だから、 おそらく 重 兵衛 の 入れ知恵 だろ う _ 

自分が 蔭で 糸 を 引いて、 万次郎 をう まく 操 つて、 大き 



い 仕事 をしょう とする …… 。 こいつ もなかな かの 謀叛 

人 だ。 由 井 正 雪が 褒めて いるか も 知れね え。 だが、 こ 

いつら が おとなしく 手 を 引いて、 これつ きり 丸 多へ 因 

おおめ 

縁 を 付けね えとい うこと になれば、 まあ 大目に見て 置 

く ほか は あるめえ。 何事 もこの 後の 成り行き 次第 だ」 

「まあ、 そうです ね」 と、 亀吉も 答えた。 

「それにしても、 丸 多の 亭主に も 困った もの だ。 店の 

者に や あ 気 の 毒 だが 、 何処 を ど う 探す と い う 的が ね え 」 

と、 半 七 は 溜め 息をつい ていた。 

それから 世間話に 移って、 やがて 四ッ (午後 十 時) 

に 近い 頃に、 亀 吉らは 一 旦 挨拶して 表へ 出た かと 思う 



けさの 六 ッ半頃 だそう でございますが、 近所と は 申し 

ながら 丸 多の 店と は 少し 距れて 居ります ので、 すぐに 

それと は 判り かねた と 見えまして、 御 検視な ども 済み 

みもと 

まして、 その 身許 もようよう はっきりして、 わたくし 

共へ お呼び出しの 参り ましたの は、 やがて 七ッ頃 (午 

後 四時) でございます。 それに 驚いて 龃け 付けまして、 

だんだん お調べ を 受けまして、 ひと 先ず 死骸 を 引き 

取って まいり ましたの は、 日が 暮れて からの 事で …… 。 

早速お しら せに 出る 害で ござ いました が、 何しろ) J た 

ごた 致して 居りました ので …… 」 

「そり や あ 定めて お取り込みでしょう。 どうも 飛んだ 



を 買って、 三人 連れで 大木 戸へ むかった。 雨 は 幸いに 

やんだ が、 暗い 夜であった。 

「ひよ つ とすると、 丸 多の 亭主 は 首く くり じゃあね え- 

誰かに 縊られ たの かも 知れね えな」 と、 半 七 は あるき 

ながら 云った。 

「やっぱり 大津屋 の 奴ら でしよう か」 と、 亀吉は 小声 

で 訊いた。 

「絞め殺して 置いて、 木の 枝へ ぶら下げて 置く という 

の は、 よく ある 手 だ」 と、 松吉も 云った。 

「まあ、 行って みたら なんとか 見当が 付く だろう」 と 

半 七 は 云った。 「もしそうならば、 大目に見て 置く ど 



て、 座敷に 横たえて ある 多左衛 門の 死に顔の 覆い を 取 

リ のけた。 片手に 蠟燭を かざしながら、 まず その 死に 

顔を視 いて、 次に その 咽喉の あたり を検 めた。 更に 

その 手の指 を 一 々に検 めた。 

それが 済んで、 半 七 は 縁側の 手水 鉢で 手 を 洗って い 

ると、 幸 八が 付いて 来て ささやく ように 訊いた。 

「 別 に 御 不審 は) J ざいません か」 

「少し 御 相談が ぁリ ますから、 大 番頭さん を 呼んで く 

ださい」 

与 兵 衛と幸 八 を 別間へ 呼び込んで、 半 七 は 自分の 意 

見 を 述べた。 自分 はこれ まで 終 死者の 検視に もしば し 



の 主人 多左衛 門が 絵馬 道楽で、 半 気ち がいに なって い 

るの を 付け込んで、 大津屋 の 重 兵 衛は正 雪の 絵馬の 

にせもの 

偽物 を こしらえました。 そうして、 本物と 掏り 換える 

役目まで 引き受け たんです が、 掏り 換えた というの は 

噓で、 実は 偽物 を そのまま 丸 多へ 渡したん です。 鷹の 

絵 は 女 絵 かきの 孤芳 にか かせ ましたが、 その 絵と いい、 

キ J じ 

絵馬の 木地と いい、 よっぽど 上手に 出来て いたと 見え 

て、 丸 多 も 見 ごとに 一杯食わされて しまったん です。 

早くい えば、 骨董 好きの 金 持が 書画 屋ゃ 道具屋に 偽物 

を 売り付けられ たような わけで、 それで 済んで いれば 

まあ 無事なん です が、 重 兵衛は その 骨折 リ賃に 三 十両 



思って いるう ちに、 重 兵衛は 心に もない 人殺し をす る 

事に なつたん です」 

「重 兵 衛が丸 多の 主人 を 殺したん です ね」 

「多 左衛 門が 家出 をして から 三日 目、 即ち 三月 一 一十 八 

日の 晚に、 重 兵 衛は淀 橋に ある 自分の 家作 を 見 まわり 

に 行って、 それから 千駄ケ 谷の 又 助と いう 建具屋へ 

寄って、 雨戸 一枚と 障子 二 枚 を あつらえて、 夜 もやが 

て四ッ (午後 十 時) という 頃に、 提灯 を ぶら下げて、 

例の 高札 場に 近い 土手へ さしかか ると、 大きい 松の木 

の 下に ぼんやり 突っ立つ ている 人影が 見える。 もしゃ 

首で も縊 るの かと、 提灯 を 袖に 隠しながら 抜き 足 をし 



云って 一文 も 出しません。 万 次 郎も業 を 煮やして、 た 

びた びうる さく 催促しても、 重 兵衛は 鼻で あしらって 

いて 相手に しません。 それば かりで なく、 万 次 郎を婿 

にす るな どと いう 話 も 立ち消え にな つ てし まいました _ 

重兵衛 として 見れば、 自分の 妾 を 盗む ような 奴に、 娘 

を やったり 金 を やったり する 気に はなれな かったんで 

しょう。 まだ 其の上に、 万 次郎を 遠ざける 為に、 だし 

ぬけに 孤芳 をせ き 立てて、 夜逃げ 同様に 新 宿 を 立ち退 

かせて、 淀 橋の 街 はずれに 引っ越させました。 そこに 

あきや 

は 大津屋 の 家作が 二 軒あって、 その 一軒 は 空 家に なつ 

ていたん です。 重 兵衛が 千駄ケ 谷の 建具屋に 雨戸 や 障 



ところが、 あいにく 私 も 幸次郎 も、 ほかの 事件に か 

かリ 合って いて、 ちょいと 手放す ことが 出来ない。 殊 

にこの 一 件 は 重 兵衛と 万次郎 と孤芳 とが 絡んで います 

から、 迂濶に 一 人 を 引き 挙げる と、 ほかの 関係者が 散つ 

おそ 

てし まう 虞れ が あるので、 亀吉 ひとりに 任せる わけに 

も 行かず、 ただ 油断な く 見張らせて 置いて、 十日 ほど 

も 空に 過) J してし まい ましたが、 その あい だに 亀吉は 

又 こんな こと を 聞き出しました。 千駄ケ 谷の 建具屋の 

又 助が 重 兵衛の 註文 をう けて、 淀 橋の 家作に 雨戸 を 入 

れた ところ、 その 建て 付けが 悪い というので、 五月の 

はじめに 直しに 行った が、 なんだか 畳 や 縁側に 血の 痕 



「それが 十一 日の 朝まで 引つ かかった ので …… 。 わた 

くし 共が 淀 橋へ 行き着い たの は 十日の 夜 四ッ半 (午後 

十 一 時) 頃、 寝込みへ 踏ん 込んで 一 度に 押え付けよう 

と 思つ たんです。 ところが、 いざ 踏ん 込んで みると、 

蚊帳の 一 方の 釣り手 を はずして、 孤芳 ひとりが 寝床の 

上に しょんぼりと 坐って いるんで す。 重兵衛 はどうし 

たと 詮議す ると、 最初 は 来て いないと シラを 切って い 

ましたが、 しょせん は 女です からとうとう 正直に 云い 

ました。 そこで、 だんだんに 取り調べ ると、 孤 芳は万 

次郎と 手を切る と 約束して 置きながら、 その後 もや は 

り 内証で 男 を 引き入れて いると、 重 兵衛も それ を 感付 



で、 まさか 殺す ほどの 事 も あるまい と 多寡 をく くって 

まあ 頑張って いたわけ です。 そういう ことに は 馴れて 

いるので、 さの み 待ちくたびれる という 程で も ありま 

せんで したが、 藪 蚊の 多い に は 恐れい りました。 今と 

違って、 むかし は 蚊が 多い ので、 こういう 時にはい つ 

でも 難儀し ます。 

そのうちに、 そこらの 家の 鶏が 啼 いて、 夜 も だんだ 

んに 白らん で 来ました。 暁け 方から 空模様が よくな つ 

たので、 七ッ半 (午前 五 時) に は、 すっかり 明るくな 

りました が、 二人 はま だ 帰って来ません。 亀吉は 焦れ 

て、 もう 一度 探しに 出ようかと 云って いると ころへ、 
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